
                

八戸市立旭ヶ丘小学校 学校通信 

 

   

令和４年１１月３０日   第５６３号 

  

  

 

 

 

 

 

 

   

 

◎生活目標…進んで体を動かし、休み時間を安全に過ごそう 

◎保健目標…感染症を予防しよう（手洗い・うがい・マスク） 

◎給食目標…栄養について考えよう 

 １日（木）3・4年そろばん教室 

 ２日（金）5時間授業 参観日 

 ６日（火）委員会 

 ７日（水）校内研修 下校 14：45 

８日（木）集金日 

１３日（火）クラブ最終 

１４日（水）なかよしタイム 

      5 年ＮＨＫ出前授業 

１５日（木）児童朝会 

１９日（月）５時間授業 

２０日（火）委員会 

２１日（水）２年スケート教室 

２２日（木）５時間授業 

      ５年スケート教室 

２３日（金）４時間授業（給食あり下校 13：30） 

      ２学期終業式 

 下校時刻のお知らせ 

～体験活動を糧に成長する子どもたち～ 
                                                                校長 中奥 尚子  

校庭の木々の葉もすっかり落ちて秋が慌ただしく過ぎ、早くも１２月、令和４年も最後の月になります。子

どもたちはみなそれぞれが着実に学習を進め、２学期のまとめをがんばっているところです。県内もコロナの

感染流行が続いており第８波に入った様子もみられ、終わりが見えません。それでも、コロナ対応をしながら

地域、保護者のみな様のご支援、ご協力のもと、教育活動を進めることができております。心より感謝申し上

げます。 

 先月は感染対策をしながら、３年生の「名人に弟子入り」、 

４年生の「地域安全マップづくり」、６年生の「思い出を美術 

館に…」や、令和５年度入学児童の就学時健診等、様々な活動 

を実施することができました。 

特に４年生の「地域安全マップづくり」は本校では４年ぶり 

の実施となりました。小グループにわかれ、地域のいろいろな 

場所の危険箇所を考えていきます。普段何気なく通っている道 

遊んでいる公園ですが、危険な場所・注意しなくてはいけない 

ことがたくさんありました。子どもたち自身が確認しまとめて 

いく作業をとおして「ふるさと旭ヶ丘の安心安全な街づくり」が意識できたのではないでしょうか。その他の

学年ごとに行った学習でも、たくさんの貴重な体験・学びができました。実際に見たり聞いたり活動したりと

いう体験から学んだことは子どもたちの心に強く残ります。そしてこの一つ一つが「キャリア教育」という生

涯にわたる学びにつながります。 

また、これらの学習活動に際し、地域・関係施設のみな様には指導者として、保護者の方々には引率・見守

りとしてのご支援・ご協力をいただきました。さらに地域密着型教育コーディネーターの笹山さん、松田さん

には、事前に各方面との交渉や打合せをしていただきました。多くの方々のご協力があり、子どもたちの充実

した学びを実現することができました。紙面を借りて、お世話になったみな様に、心よりお礼申し上げます。 

 まだまだ油断のならない新型コロナウイルス感染症ですが、「感染症予防・防止対策をとり実施できるとこ

ろから」と考え、教育活動を進めていきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

２日（金）15：00～  

参観日のため 

７日（水）14：45～  

校内研修のため 

１９日（月）15：00～ 

 ５時間授業のため 

２２日（木）15：00～  

５時間授業のため 

２３日（金）13：30～ 

      終業式のため 

さすが高学年！ 
 朝のあいさつ運動は割り当てが決まっているのですが、その割り当ての期間だけでなく、元気な声が響いて

いました。５年生が自分たちで提案し、あいさつ運動を実施していたのです。また、全校で「よいところ探し」

に取り組んでいますが、児童会が「ふわふわスマイル大作戦」で、なんと「ふわふわ言葉のビンゴ」を提案し

てくれました。おもしろい試みで全校の子どもたちが進んで「ふわふわ言葉」を楽しんでいます。 

さらに、コロナ感染拡大の影響で縦割り清掃ができずに 

いたところ、行事の前に進んで廊下や階段の掃除をしてい 

た６年生、学校正面玄関前にたくさん落ち葉があり用務員 

さんが毎日片付けに追われていたことに気づき、自分たち 

から「手伝ってもいいですか」と提案して実践してくれた 

６年生もいました。「人に言われたからやる」のではなく、 

「自分から動く」ことができている旭ヶ丘小高学年の子ど 

もたち、とくに２学期後半は「自分のためによりよいこと」 

はもちろん「誰かのために」を実践し、大きな力となって 

学校を支えてくれました。日々の学校生活の中で子どもた 

ちが成長していることを強く実感し、心から嬉しく思って 

います。（＾＾） 


